平成25年度 第14回  日本EAP協会  年次総会議事録
日時：2013年7月20日(土)　12:30～13:30　総会
場  所：全国町村会館
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司会進行：＜会長：角田氏＞
1.報告事項
1―①役員選挙報告＜事務局長：長見氏＞
2013年1～2月　選挙　4月1日から新体制で開始

　→ 平成28年3月31日まで下記体制で活動を行う

	会長
	角田　透
	（杏林大学医学部　教授）

	副会長
	前田一寿
	（株式会社　ロブ  代表取締役社長）

	事務局長
	長見まき子
	（関西福祉科学大学大学院　准教授）

	経理
	鈴木圭子
	（株式会社　保健同人社　EAPコンサルタント）

	監査
	市川佳居
	（ピースマインド・イープ株式会社　取締役副社長）


1―②平成24年度の会員数報告＜事務局長：長見氏＞
個人会員47名／個人賛助会員4名／賛助会員25機関・登録者48名　　計99名
→会員数は昨年度より漸減の傾向にある
1―③委員会活動報告
・研修委員会より昨年度の開催報告＜副会長・前田氏＞
開催日：2013年3月19日
テーマ：「ハラスメント事例検討ワークショップ：EAPとして為すべきこと」
参加者：12名
内容：ワークショップ形式で実施され、テーマについて活発に議論された。
ハラスメントを二例設定し、パワーハラスメントと、モラルハラスメントとの違いを踏まえて対応の仕方を話し合い、EAP各社や企業、それぞれの立場から考え方が明確に表れ有意義な機会となった。
・研修委員会より今年度の開催予定＜経理・鈴木氏＞
開催日：2013年9月と2014年2月に開催予定
※早めの広報を行い、多くの人に参加してもらえるよう働きかけていく予定。
9月13日7時ごろから（予定）
テーマ：「海外赴任者のメンタルヘルスとEAPができること」(予定)
内容：昨今のナイジェリアでの人質の事件や、中国だけでなく、他のアジアの国々への海外赴任者の増加といった課題を受けて、EAPとしてメンタルヘルスの観点からできることを検討していく。
・編集委員会
2012年度のニューズレターは3回配信した。
１－④EAPコンサルティング普及協会との統合についての進捗状況＜監査・市川氏＞
・統合の目的は、日本のEAPに関する団体が活動する上で協力しあい、影響力を増加させることでEAP専門家の活躍を行政や企業に認めてもらうことである。また、EAP専門家の育成にも繋がると考える。なお、これまで両機関による合同会議は4回行われており、2014年4月（予定）の統合を目標として挙げている。
日本EAP協会側の考えについて＜副会長・前田氏＞
・EAPコンサルティング普及会員の規模：会員数は約50名弱、企業数は約4社
・今後の課題については下記の通りと考える。
①日本においてEAPに関する機関がなぜ、二つに分かれたのかという経緯を整理する。
②両機関においての活動が異なるため、活動内容について検討する。
③企業賛助会員の点で、統合することができるか検討する。
④事務局がどの程度実務的に業務をこなしていけるか検討する。
⑤会員区分や資格等について検討する。
※統合の際には、新たに規約・倫理を決めた上で進めていく。
→会場よりEAP協会の品質向上や専門家の教育促進のためにも統合して、動きを持って
ほしいとのご意見があった。
2．審議事項
2―①今年度の活動方針＜副会長・前田氏＞
①日本型EAPの定義づけ
→日本における位置づけを明らかにし、企業における存在意義を高めていくことを方針とする。
②HP等の情報発信と改善を進めていく。
③海外赴任者の支援
→日本企業が喫緊の課題として挙げていることを、研修課題として挙げていく。
④他の団体との連携も含め、日本のEAPが企業や社会に貢献していける活動を広げていく。
⇒承認
2―②今年度活動予定＜副会長・前田氏＞
・新規委員会の設置について
①EAP専門家業務品質向上委員会（仮称）
…課題となっているEAP専門家の専門家の質向上を図る。
②広報委員会（仮称）
…企業、関連団体との交流を深めていく外部交流ワーキンググループ（仮称）

…情報発信を進めていく情報発信ワーキンググループ（仮称）
⇒承認（会員の中から委員を募る。参加者に向けてアンケートへ意思表明を依頼。）
2―③会計報告
・平成24年度会計報告＜経理・鈴木氏＞
経理の鈴木氏より平成24年度の会計報告を行った。

監査の市川氏より監査の結果、問題がなかったことが報告された。
⇒承認
・平成25年度予算案＜経理・鈴木氏＞
経理・鈴木氏より平成25年度予算案を提案した。
⇒承認
2―④個人会員の会費改定＜経理・鈴木氏＞
・個人会員と個人EAPA会員について説明し、来年度からの会費の改定を下記の通り提案した。
個人会員→\7,500円から\6,000円へ改定
ただし、個人会員のうち国際EAP学会（EAPA）の会員でもある者は\5,000円
個人賛助会員→￥5,000円から\4,500円に改定
⇒承認
2―⑤個人賛助会員の入会要件＜経理・鈴木氏＞
・推薦者が1名必要という規則がハードルとなり入会が厳しくなっている。
個人賛助会員は推薦者なしでも入会できるように改定を提案した。
⇒承認（規則の文面は今後検討する）
以上
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